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受託運営 合同会社ミミスマス
宮崎県椎葉村を中⼼に、中⼭間地域に特化した「プロジェクトベースの
⼈材育成」「ローカルキャリアの形成⽀援」「⼭茶の製造販売」などの取
り組みを⾏っています。
メール：contact@mimisumasu.com

令和７年度

 本事業の取り組みと成果の関係性について、下図の通り整理しました。

⽣徒の意⾒

参加事業者および教員の意⾒

 アンケートの結果、イベントに参加した全校⽣徒のうち68名が「場合によっては⼭都
町で暮らす・働くのもあり」、11名が「ぜひ⼭都町で暮らしたい・働きたい」と回答し、
合計79名が⼭都町での暮らし・仕事に前向きな様⼦を伺うことができました。また、参
加事業者へ⽣徒2名の内定が決まりました。⽣徒からは、「はじめて知ったことが多く、
勉強になった」「⾊んな話を聞けて楽しかった」といった意⾒がありました。

 次年度以降の本イベント実施について、参加事業者の継続参加意向は平均4.3、教員
の継続開催希望は平均4.25でした（5段階評価）。参加事業者、教員それぞれが、⽣徒と
事業者の交流を重要だと感じていることが分かりました。
 参加事業者からは「業界のことを知ってもらう良いきっかけになった」、教員からは
「⽣の声を聞ける良い機会だった」といった意⾒がありました。

主催 ⼭都町 
⼭の都創造課 ⼭の都づくり推進室
電話：�0967-72-1158 
メール：yamatokurashi@town.kumamoto-yamato.lg.jp

本事業で
実施した活動

本事業の結果
（アウトプット）

本事業による成果
（アウトカム）

イベント開催数：
１回

参加事業者：15
参加した生徒：107

「場合によっては山都
町で暮らす・働くのも

あり」
生徒：68名

「ぜひ山都町で暮らし
たい・働きたい」

生徒：11名

参加事業者への就職数
生徒２名内定

（2026年2月現在）

将来的に山都町へのUI
ターンを選択する人数

初期 中間 最終

ロジックモデルを用いた本事業の整理



やまとしごとSTOREとは？

情報発信

参加事業者一覧

【日程】

2025年7月15日(火)　13:25~15:15
(５・６時間目)

【場所】

熊本県立矢部高等学校　各教室

【プログラム】

生徒と事業者のブース交流　20分×３回 高校の各教室を使って実施

背景とねらい

　世の中は多様な働き方・暮らし方にシフトしつつあります。山都町においても就職、起

業、複業など多様な働き方をしながら、この地ならではの暮らしを楽しんでいる住民がたく

さんいます。

　山都町での様々な働き方・暮らし方を知ることで、地元の高校生たちが将来的に山都町で

の暮らしを考えるきっかけをつくることが本事業の目的です。

イベントの概要

　『やまとしごとSTORE』は、山都町で活躍する複数の事業者と生徒が一同に会して、山

都町での働き方や暮らし方について話をするイベントです。

　４年目となる令和７年度は、矢部高校に１５の事業者が集合。校内の各教室に事業者

のブースを設置して、矢部高校の全校生徒と事業者が交流を行いました。

　多くの自治体で導入されているブログサービス『note』にて、やまとしごとSTOREに関

する記事を公開しています。右下の２次元コードから記事を読むことができます。

①社会福祉法人　三和会　

そよ風の里”ほたる”

②社会福祉法人　日生会　

養護老人ホーム　浜美荘
③西邦電気工事株式会社

④
九州日誠電氣株式会社


⑨田上彰司法書士事務所⑦梶原牧場

⑤株式会社ランバーやまと ⑥矢部開発株式会社

⑪上益城消防組合

山都消防署
⑫山都町役場１

⑩自衛隊　熊本地方協力本部
宇城募集案内所

⑭山都町商工会 ⑮上益城農業協同組合

山都町公式note

各事業者が、創意工夫をこらして山都町の「しごと」

「暮らし」の魅力を生徒に伝えていました。

⑧肥後銀行浜町支店

⑬山都町役場２


